
水
は
み
ん
な
の

宝
物

10
月
18
日
、
西
明
寺
小
学
校
の
児
童
が
土
地
改
良
区
の
施
設
見
学
を
行
い
、

水
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。（
関
連
記
事
３
ペ
ー
ジ
）
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　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

収穫された農林産物が展
示され、来場者は出来栄え
に感心していました。

第 12回　仙北市産業祭

仙北市長賞
ほうれん草 佐藤喜知子（上桧木内字浦子内）	
ねぎ 佐藤和喜（上荒井字寺村）	
箱ぞり 畠山源治（生保内字野村）	
秋田県農業協同組合中央会長賞
キャベツ 鈴木朝吉（下延大前田）
白菜 青柳聡子（下延上野坊）
里芋 髙橋勉（角館東前郷字後川）
仙北市議会議長賞
きゅうり 佐々木和幸（大中嶋）	
秋田おばこ農協代表理事組合長賞
ブロッコリー 安藤勝巳（神代字柏林）	
スナップエンドウ 草彅美恵子（薗田西村）	
しもふりいんげん 髙橋洋子（角館東前郷字後川）	
仙北市商工会長賞
食油（ひまわり） 細川甚衛（神代字戸伏松原）
仙北農業共済組合組合長理事賞
玄米（あきたこまち） 藤川智裕（角館東前郷字杉林）	
仙北東森林組合代表理事組合長賞
原木マイタケ 白岩地域運営体
仙北市農業委員会会長賞
大根 青柳聡子（下延大畑）
秋田県たばこ耕作組合組合長賞
葉たばこ（たいへい） 木村明夫（山谷川崎字川崎）

農林産物等品評会 特別賞受賞者《敬称略》（　）内は住所

農
・
商
・
工
が
手
を
つ
な
い
で

　

10
月
22
日
・
23
日
の
両
日
、
神
代
市

民
体
育
館
を
主
会
場
に
第
12
回
仙
北
市

産
業
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
両
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、

た
く
さ
ん
の
来
場
者
で
会
場
は
大
い
に

賑
わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
農
林
産
物
品
評
会
に
は
、

野
菜
・
果
実
な
ど
を
中
心
に
２
９
６
点

の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。
審
査
で
は
、

昨
年
に
比
べ
出
品
数
は
減
少
し
た
も
の

の
、
病
害
虫
の
発
生
が
少
な
か
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
品
種
特
性
の
表
れ
た
良
品

が
揃
っ
て
い
る
と
の
講
評
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

神
代
こ
ど
も
園
の
園
児
た
ち
に
よ
る

元
気
い
っ
ぱ
い
の
発
表
。

特
別
企
画
と
し
て
、
ド
ロ
ー
ン
の

農
業
利
用
を
見
据
え
、
農
薬
散
布

の
デ
モ
飛
行
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

駐
車
場
に
は
、
商
工
会
な
ど
た
く
さ
ん
の
出
店
が
並
び
、
お
目
当
て
の
商

品
を
買
い
求
め
る
お
客
さ
ん
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

響
き
渡
る
多
彩
な
演
奏

　

10
月
16
日
、仙
北
市
民
会
館
で
「
海

上
自
衛
隊
大
湊
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
発
足
60
周
年
を
迎
え
た
大

湊
音
楽
隊
。
こ
の
日
は
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
か
ら
秋
田
の
ご
当
地
ヒ
ー

ロ
ー
・
超
神
ネ
イ
ガ
ー
の
テ
ー
マ
ソ

ン
グ
ま
で
、
多
彩
な
楽
曲
を
時
に
は

し
っ
と
り
と
、
時
に
は
コ
ミ
カ
ル
に

演
奏
し
聴
衆
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
ア
ン
コ
ー
ル
で
、
お
な
じ

み
の
軍
艦
行
進
曲
が
演
奏
さ
れ
る

　海上自衛隊の音楽隊コンサート

と
、
満
員
の
客
席
か
ら
は
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

バラエティに富んだ楽曲で聴衆を魅了した大湊音楽隊
の演奏。

　

水
土
里
ネ
ッ
ト
西
木（
西
木
土
地
改
良
区
・

伊
藤
長
三
理
事
長
）
が
主
催
す
る
「
第
10
回

施
設
見
学
会
」
が
10
月
18
日
に
行
わ
れ
、
西

明
寺
小
学
校
４
年
生
16
人
が
宮
田
頭
首
工

等
の
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
生
活
に
欠
か
せ
な
い
水
を

大
切
に
使
う
た
め
各
施
設
が
ど
の
よ
う
な

働
き
を
し
て
い
る
か
、
水
が
果
た
す
役
割
が

い
か
に
重
要
か
な
ど
、
担
当
者
の
説
明
を
聞

き
な
が
ら
熱
心
に
メ
モ
を
と
っ
て
い
ま
し

た
。
児
童
た
ち
が
書
い
た
見
学
会
の
感
想
文

の
中
か
ら
、
一
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

水
土
里
ネ
ッ
ト
西
木
が
施
設
見
学
会

水はかけがえのないもの。各施設の役割を子どもたちは学びました。

大
切
な
水
に
つ
い
て
学
習
し
よ
う

田
沢
湖
駅
名
看
板
も
披
露

　

Ｊ
Ｒ
田
沢
湖
線
の
全
線
開
通
50
周

年
を
記
念
し
た
駅
ま
つ
り
が
10
月
22

日
に
田
沢
湖
駅
前
広
場
で
、
29
日
に

は
角
館
駅
前
広
場
で
行
わ
れ
た
ほ
か
、

田
沢
湖
駅
名
看
板
の
除
幕
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
駅
ま
つ
り
で
は
「
ミ
ニ

Ｅ
６
」
や
「
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
」
の
体
験
乗
車
、

地
元
名
物
料
理
の
販
売
や
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
な
ど
両
駅
で
特
色
あ
る
楽

し
い
催
し
物
が
行
わ
れ
、
多
く
の
家

族
連
れ
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
ま

た
、
タ
レ
ン
ト
で
仙
北
市
観
光
大
使

　田沢湖線が全線開通 50 周年

の
グ
ッ
チ
裕
三
さ
ん
も
イ
ベ
ン
ト
や

駅
名
看
板
の
除
幕
式
に
参
加
し
、
全
線

開
通
50
周
年
に
花
を
添
え
ま
し
た
。 新設された田沢湖駅名看板の除幕式（左）。お祝い

を述べる仙北市観光大使のグッチ裕三さん（右）。

　

頭
首
工
と
下
水
し
ょ
理
場
で
学
ん
だ
こ
と

                                

　
　
　
　
石
郷
岡
　
紗

　
わ
た
し
が
頭
首
工
見
学
で
初
め
て
知
っ
た
こ

と
は
、
鉄
の
ゲ
ー
ト
と
ゴ
ム
の
ゲ
ー
ト
の
こ
と

で
す
。
宮
田
頭
首
工
は
鉄
の
ゲ
ー
ト
、
小
山
寺

頭
首
工
は
ゴ
ム
の
ゲ
ー
ト
で
し
た
。
鉄
の
ゲ
ー

ト
は
上
げ
た
り
、
下
げ
た
り
し
て
水
の
量
を
調

節
し
ま
す
。
ゴ
ム
の
ゲ
ー
ト
は
中
に
空
気
が

入
っ
て
い
て
ぬ
い
た
り
、
入
れ
た
り
し
て
水
の

量
を
調
節
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
下
水
場
見
学

で
初
め
て
知
っ
た
こ
と
は
、
二
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
わ
た
し
た
ち
が
使
っ
た
水
を
キ

レ
イ
に
し
て
、
新
し
く
し
た
水
を
川
に
流
す
と

い
う
こ
と
で
す
。
わ
た
し
た
ち
は
毎
日
水
を
何

回
も
使
い
ま
す
。
そ
の
水
を
何
回
も
キ
レ
イ
に

し
て
い
る
こ
と
は
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
、
び
生
物
は
よ
ご
れ
を
食
べ
て
い

る
こ
と
で
す
。
わ
た
し
は
び
生
物
が
よ
ご
れ
を

食
べ
て
水
を
キ
レ
イ
に
す
る
と
い
わ
れ
て
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
水
は
人
の
手
や

機
械
で
キ
レ
イ
に
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
か

ら
で
す
。

　
わ
た
し
は
、
水
に
ゴ
ミ
が
投
げ
ら
れ
て
し
ょ

理
に
困
る
時
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

な
の
で
、
ゴ
ミ
は
水
に
投
げ
な
い
よ
う
に
心
が

け
て
い
き
た
い
で
す
。
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　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

　

仙
北
市
文
化
祭
が
地
区
ご
と
に
開
催
さ
れ
、
各
会
場
で
は
日
頃
の
活
動

成
果
の
絵
画
や
書
道
、
陶
芸
、
手
芸
、
短
歌
な
ど
が
多
数
展
示
。
来
場
者

は
秋
の
日
の
一
日
を
様
々
な
文
化
に
ふ
れ
合
い
楽
し
み
ま
し
た
。

【
角
館
地
区
】

10
月
15
日
・
16
日
（
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
）

　

文
化
祭
は
角
館
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る

演
奏
で
賑
や
か
に
幕
開
け
し
ま
し
た
。
会
場

内
で
は
数
多
く
の
作
品
展
示
や
呈
茶
で
の
お

も
て
な
し
、
商
工
会
婦
人
部
に
よ
る
食
堂
も

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
２
日
目
に
は
角
館
芸
術

文
化
協
会
会
員
に
よ
る
芸
能
発
表
も
行
わ

れ
、民
謡
や
踊
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

【
田
沢
湖
地
区
】

10
月
29
日
・
30
日
（
生
保
内
市
民
体
育
館
）

　

会
場
に
は
、
田
沢
湖
芸
術
文
化
協
会
会
員

や
田
沢
湖
公
民
館
を
通
じ
て
活
動
す
る
市
民

【
西
木
地
区
】

11
月
３
日
（
ク
リ
オ
ン
多
目
的
ホ
ー
ル
・
隣

接
体
育
館
）

　

西
明
寺
小
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
に
よ
る

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
か
ら
始
ま
っ
た

西
木
地
区
文
化
祭
で
は
、
保
育
園
児
か
ら

大
人
ま
で
た
く
さ
ん
の
方
々
が
多
く
の
作
品

を
出
展
し
ま
し
た
。
来
場
さ
れ
た
皆
さ
ん
は

様
々
な
作
品
や
芸
能
発
表
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

第
11
回 

仙
北
市
文
化
祭

サ
ー
ク
ル
の
作
品
の
ほ
か
友
達
と
一
緒
に
趣

味
で
作
っ
た
手
芸
品
、
だ
し
の
こ
園
と
神
代

こ
ど
も
園
の
園
児
に
よ
る
可
愛
ら
し
い
作
品

な
ど
が
多
数
展
示
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
が

訪
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
恒
例
の
地
元
社
中
に

よ
る
呈
茶
の
お
も
て
な
し
や
作
り
た
て
の
お

焼
き
、
朝
採
り
野
菜
な
ど
の
直
売
コ
ー
ナ
ー

も
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

テープカットで開会をお祝いしました。

会場には午前中から多くの来場者が続々と。

多彩な作品の数々を鑑賞する来場者。 角館中学校吹奏楽部の演奏で幕開け。

ステージでは華やかな芸能発表。子どもから大人まで賑わいを見せました。

心
ひ
と
つ
に
活
動
を
展
開

　

盛
岡
秋
田
道
路
と
大
曲
鷹
巣
道
路

の
整
備
促
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
10
月
28

日
、
角
館
町
の
グ
ラ
ン
デ
ー
ル
ガ
ー

デ
ン
で
開
催
さ
れ
、
秋
田
・
岩
手
の

行
政
関
係
者
な
ど
約
２
５
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
両
道
路
の
整
備
促
進

期
成
同
盟
会
の
会
長
を
務
め
る
門
脇

市
長
が
「
地
域
の
元
気
づ
く
り
や
ア

ク
セ
ス
向
上
を
図
る
た
め
活
動
を
展

開
し
て
い
く
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。
ま
た
、
意
見
発
表
で
は
、
仙
北

市
商
工
会
青
年
部
長
の
島
川
祥
さ
ん

　高規格道路整備促進フォーラム

が
「
未
来
も
道
路
も
人
が
つ
く
る
。
地

域
を
残
す
た
め
に
も
両
道
路
の
整
備

は
必
要
」
と
述
べ
ま
し
た
。

意見発表などが行われたフォーラム。壇上で意見
を述べる仙北市商工会青年部長の島川祥さん。

　

第
56
回
郷
土
民
謡
民
舞
全
国
大
会
が
10
月

21
日
か
ら
23
日
ま
で
日
本
武
道
館
（
東
京
都
）

で
開
催
さ
れ
、
民
舞
グ
ラ
ン
プ
リ
の
部
に
４
年

連
続
で
出
場
し
た
秋
田
地
区
連
合
会
生
保
内

支
部
の
藤
原
ミ
サ
子
社
中
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
23
日
に
は
全
国
の
津
軽
三
味
線
奏

者
１
９
１
１
人
が「
津
軽
じ
ょ
ん
か
ら
節
六
段
」

の
大
合
奏
を
披
露
し
、
合
奏
人
数
の
ギ
ネ
ス
世

界
記
録
を
更
新
し
ま
し
た
。
こ
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
は
、
２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪
開
会
式

に
津
軽
三
味
線
の
合
奏
を
取
り
入
れ
て
も
ら

お
う
と
３
年
前
に
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
秋
田
県

か
ら
は
８
団
体
が
参
加
。
仙
北
市
か
ら
は
、
か

く
の
だ
て
桜
角
会
（
山
崎
桜
角
会
主
）
の
９
人

が
出
場
し
、
見
事
な
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

第
56
回
郷
土
民
謡
民
舞
全
国
大
会
入
賞

三
味
線
の
大
合
奏
で
ギ
ネ
ス
記
録
更
新

左から順に藤原ミサ子さん、門脇市長、地主重雄さん、笹渕誠さん。かくの
だて桜角会の会長を務める笹渕さんは「日頃の練習の成果を発揮することが
できました。ぜひ、東京五輪で迫力ある演奏を実現したい」と話しました。

　

９
月
25
日
、
第
28
回
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館

県
南
地
区
児
童
作
品
展
の
表
彰
式
が
大

曲
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
、
北
條
雄
大

君
（
生
保
内
小
４
年
）
の
作
品
「
六
情
の

木
」
が
絵
画
の
部
で
最
高
賞
の
Ｍ
Ｏ
Ａ

美
術
館
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
北

條
君
は
「
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
を
見
て
い
た

ら
、
木
の
中
に
６
つ
の
色
が
見
え
、
そ

れ
は
７
月
の
宿
泊
体
験
学
習
の
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
、
火
の
神
様
に
誓
っ

た
『
友
情
』『
創
造
』
な
ど
、
６
つ
の
約

束
と
重
な
っ
て
見
え
ま
し
た
。
と
て
も

楽
し
か
っ
た
思
い
出
を
考
え
な
が
ら
描

い
た
ら
、
こ
の
よ
う
な
木
に
な
り
ま
し

た
」
と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

MOA 美術館作品展で最高賞
北條雄大くん（生保内小 4 年）が

MOA 美術館奨励賞に輝いた北
條くんの作品「六情の木」。

最
高
賞
を
受
賞
し

た
北
條
雄
大
く
ん
。

随
所
に
光
る
伝
統
的
技
法

　

10
月
20
日
か
ら
26
日
に
か
け
て
、

角
館
樺
細
工
伝
承
館
で
第
44
回
角
館

町
樺
細
工
伝
統
工
芸
展
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
工
芸
展
で
は
「
海
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
審
査
作
品
を
は
じ
め
、
こ

れ
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

職
人
こ
だ
わ
り
の
品
な
ど
約
３
５
０

点
が
展
示
・
即
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

伝
統
的
な
技
法
や
デ
ザ
イ
ン
が
施

さ
れ
た
作
品
を
一
目
見
よ
う
と
、
開

催
期
間
中
は
お
よ
そ
３
５
０
０
人
の

　第 44 回角館町樺細工伝統工芸展

来
場
者
が
訪
れ
、
美
し
い
仕
上
が
り
の

作
品
を
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

伝統的技法で作られた樺細工作品の数々。斬新なデザイ
ンやアイデアが施されていました。
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　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

明るい社会づくりをめざし、輝き放つ地域人。

東 海 林 勇 一 さん
（89 歳　角館町裏町）

　

平
成
８
年
よ
り
、
角
館
短
歌

会
の
会
長
、
平
福
百
穂
顕
彰
短

歌
大
会
の
会
長
を
務
め
て
い
る
。

　

第
29
回
国
民
文
化
祭
で
は
田

沢
湖
・
角
館
短
歌
大
会
企
画
委

員
会
長
を
務
め
、
短
歌
と
い
う

文
化
を
次
世
代
へ
つ
な
げ
て
い

く
よ
う
後
継
者
の
育
成
に
も

日
々
尽
力
さ
れ
て
い
る
。

仙
北
市
地
域
輝
き
表
彰

　

上
桧
木
内
の
戸
沢
地
域
に
伝

わ
る
「
県
指
定
戸
沢
さ
さ
ら
」

の
舞
い
手
と
し
て
活
躍
。
保
存

会
の
会
長
も
長
年
務
め
て
い
る
。

ま
た
、
後
継
者
不
足
の
対
策
に

つ
い
て
、
伝
承
講
習
会
を
実
施

し
地
域
文
化
の
継
承
と
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
に
貢
献
し

て
い
る
。

　

長
年
に
わ
た
り
地
元
野
球
ク

ラ
ブ
の
会
長
を
務
め
、
現
在
も

５
０
０
歳
野
球
大
会
で
最
年
長

の
現
役
投
手
と
し
て
活
躍
。
古

稀
野
球
大
会
の
県
チ
ー
ム
代
表

に
も
選
ば
れ
活
躍
。
そ
の
他
、

登
山
歴
30
年
、
ゴ
ル
フ
や
狩
猟

も
行
う
な
ど
、
元
気
で
明
る
い

社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
。

　

長
年
に
わ
た
り
、
神
代
地
区

の
婦
人
会
な
ど
、
女
性
が
必
要

と
さ
れ
る
組
織
に
関
わ
り
、
現

在
も
継
続
し
て
活
動
し
て
い
る
。

地
域
で
は
リ
ー
ダ
ー
的
な
存
在

で
あ
る
た
め
、
多
く
の
役
職
も

歴
任
。
自
然
と
周
り
に
人
が
集

ま
り
、
元
気
に
い
き
い
き
と
活

躍
し
て
い
る
。

平成28年度

仙
北
市
か
ら
優
良
隊
員
５
人

　

10
月
27
日
、
秋
田
市
文
化
会
館
で

開
催
さ
れ
た
第
43
回
秋
田
県
交
通
指

導
隊
大
会
で
、
仙
北
市
か
ら
交
通
指

導
隊
員
５
人
が
優
良
隊
員
と
し
て
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
終
了
後
、

観
閲
式
を
行
う
た
め
秋
田
市
八
橋
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
移
動
し
、
隊
員

の
士
気
高
揚
を
図
り
大
会
の
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。
表
彰
者
は
次
の
方
々
で

す
。（
敬
称
略
）

【
12
年
以
上
勤
続
優
良
隊
員
表
彰
】　

▼
安
達
政
治　

▼
猪
本
一　

▼
芳
賀

　第 43 回秋田県交通指導隊大会

昌
平

【
７
年
以
上
勤
続
優
良
隊
員
表
彰
】　

▼
大
平
三
郎　

▼
渡
辺
友
康

優良隊員として表彰された皆さん。

目
標
は
日
本
一
と
黒
帯

　

10
月
２
日
、
第
14
回
全
日
本
ジ
ュ

ニ
ア
空
手
道
選
手
権
大
会
が
埼
玉
県

立
武
道
館
で
開
催
さ
れ
、
小
学
５
年

軽
量
級
の
部
に
出
場
し
た
武
心
会
角

館
本
部
道
場
（
湯
澤
浩
一
師
範
）
の
岩

田
晴
君
（
角
館
小
）
が
初
出
場
で
第
３

位
に
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
10
月

20
日
に
市
役
所
を
訪
れ
、
門
脇
市
長

に
成
績
の
報
告
を
し
ま
し
た
。
湯
澤

師
範
は
「
保
育
園
の
年
長
か
ら
空
手

を
始
め
、
コ
ツ
コ
ツ
と
努
力
を
重
ね

て
き
た
。
道
場
で
は
後
輩
の
面
倒
も

　全日本ジュニア空手道選手権大会

よ
く
見
て
く
れ
て
い
る
。
今
後
も
空

手
を
通
し
て
人
間
的
に
大
き
く
成
長

し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

岩田君（中央）は「日本一と黒帯（初段）を目標に稽
古に励みたい」と抱負を語りました。

農
産
物
や
加
工
品
が
勢
揃
い

　

10
月
23
日
、
角
館
町
白
岩
の
薗
田

会
館
で
第
７
回
薗
田
豊
穣
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
地
場

農
産
物
品
評
会
へ
農
産
物
や
加
工
品

な
ど
約
70
品
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
菅
原
ア
ヤ
子
さ
ん

（
釣
田
）
の
「
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
」
が
仙

北
市
長
賞
を
、
下
田
三
千
雄
さ
ん
（
前

郷
）
の
「
あ
け
び
ジ
ャ
ム
」
が
白
岩
地

域
運
営
体
会
長
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞

し
た
ほ
か
、
18
点
が
入
賞
す
る
な
ど
、

い
ず
れ
も
見
事
な
出
来
栄
え
の
作
品

　収穫祝う薗田豊穣まつり

に
、
訪
れ
た
方
々
も
興
味
深
げ
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

農産物品評会では、出来栄えのよい作品が所狭しと並び、
ハイレベルな審査となりました。

個
人
・
団
体
に
多
数
参
加

　

10
月
23
日
、
角
館
中
学
校
体
育
館

で
第
12
回
仙
北
市
卓
球
大
会
が
行
わ

れ
、
約
１
2
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

各
種
目
１
位
（
敬
称
略
）
▼
団
体
戦

角
館
高
校
Ａ　

▼
個
人
戦　

一
般
男

子
１
部 

茂
木
勇
哉
（
卓
磨
会
）
同
２

部 

阿
部
伸
也
（
て
く
て
く
倶
楽
部
）　

同
３
部 

大
平
弘
司
（
遊
友
ク
ラ
ブ
）　

一
般
女
子
１
部 

大
和
田
凜
（
角
館
高
）

同
２
部 

中
嶋
り
え
（
Ａ
Ｆ
Ｃ
Ｔ
Ｔ
女

子
部
）　

同
３
部 

藤
本
順
子（
市
連
盟
）

中
学
校
１
年
男
子 

安
藤
聖
那
（
神
代

　熱戦展開 ! 仙北市卓球大会

中
）　

同
２
年
男
子 

佐
藤
侑
和
（
角
館

中
）　

同
１
年
女
子 

草
彅
未
怜
（
て
く

て
く
倶
楽
部
）　

同
２
年
女
子 

吉
田
友

音
（
西
明
寺
中
）　

小
学
生
の
部 

阿
部

大
和
（
て
く
て
く
倶
楽
部
）

多くの参加者が出場し、熱戦を繰り広げ
た今大会。息詰まる試合を制した選手た
ちには笑顔が見られました。

高 田 君 雄 さん
（82 歳　田沢湖生保内字牛沢）

鈴 木 武 彌 さん
（74 歳　西木町上桧木内字東上戸沢）

松 田 誠 子 さん
（80 歳　田沢湖角館東前郷字六丁野）

　

仙
北
市
で
は
、
明
る
い
社
会
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

様
々
な
分
野
で
社
会
参
加
し
、
地
域
の
中
で
キ
ラ
リ
と
輝
く

65
歳
以
上
の
市
民
等
を
表
彰
し
ま
す
。
平
成
28
年
度
の
表
彰

者
は
次
の
方
々
で
す
。

輝
き
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●日程／12月6日㈫  ・  12月7日㈬
　　　　角館交流センター　　田沢湖総合開発センター

※両日とも内容は同じです。どちらでもご都合にあわせてお申し込みく

ださい。2日間参加も可能です。

●時間／ 14:00～16:00（個別相談含む）

●講師／平成28年度 厚生労働省「中小企業のための女性活躍推進

事業」における女性活躍推進分野の企業支援の専門家（宮城県）

●説明会内容／ ▼女性活躍推進法 ▼状況把握・課題分析 ▼取組目標

設定の方法・数値目標の立て方 ▼周知・公表・届出の方法 ▼える

ぼし認定・助成金

●参加費用／無料

　
今
年
８
月
、
仙
北
市
で
は
雇
用
保
険
を
取
り

扱
っ
て
い
る
市
内
事
業
者
の
皆
さ
ま
を
対
象
に

女
性
活
躍
推
進
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
い
ま
し
た
。
ご
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
事
業

者
の
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
中

の
設
問
「
女
性
活
躍
加
速
化
助
成
金
に
つ
い
て

興
味
が
あ
り
ま
す
か
？
」
に
は
、
61
事
業
者
の

皆
さ
ま
か
ら
興
味
が
あ
る
と
の
ご
回
答
を
い
た

都
市
計
画
下
水
道
計
画
区
域
見
直
し
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

【
問
合
せ
】
下
水
道
課
（
西
木
庁
舎
）
☎
（
43
）２
２
９
６

　
仙
北
市
の
下
水
道
計
画
区
域

は
、
昭
和
50
年
代
に
計
画
さ
れ
順

調
に
整
備
が
進
み
田
沢
湖
区
域
は

昭
和
61
年
に
角
館
地
区
は
平
成
６

年
に
供
用
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
整
備
率
は
、
全
体
計
画
に
対
し

58
・
３
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
市
で
は
、
長
期
未
着
手
区

域
に
つ
い
て
、
社
会
情
勢
の
変
化

や
人
口
減
少
等
に
よ
り
計
画
区

域
の
縮
小
な
ど
の
見
直
し
作
業
を

行
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

角館地区 ---------------------------------------

開催日時／ 11月29日㈫ 18時30分～

開催場所／角館交流センター研修室（和室）

対象区域／角館処理区

田沢湖地区 ------------------------------------

開催日時／ 11月28日㈪ 18時30分～

開催場所／田沢湖総合開発センター大集会室

対象区域／田沢湖処理区

働

中

く
女
性
の
座
談
会

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

小
企
業
の
皆
さ
ま
へ
　

女
性
活
躍
推
進
法
対
応
セ
ミ
ナ
ー
受
講
事
業
者
募
集

【
問
合
せ
】
企
画
政
策
課
（
田
沢
湖
庁
舎
）
☎
（
43
）１
１
１
２

【
問
合
せ
】
企
画
政
策
課
（
田
沢
湖
庁
舎
）
☎
（
43
）１
１
１
２

　
女
性
自
身
が
収
入
を
得

る
こ
と
の
悩
み
や
喜
び
を

共
有
で
き
た
ら
…
　
明
日

か
ら
の
仕
事
に
活
か
せ
た

ら
…
　
新
た
な
友
人
が
で

き
た
ら
…
　
ご
自
身
の
豊

か
な
人
生
の
た
め
に
少
し

で
も
お
役
に
立
て
た
ら
幸

い
で
す
。

●日時／11月23日㈬㈷

　　　13:30～15:00
●場所／安藤醸造 マルヨ蔵 麹

くらぶ（角館町下新町34）

●話題提供者／

 ▼木下さおり氏（デイサービス

センター木のした） 

 ▼村岡歩氏（あきたいぶり美人）

 ▼後藤朗氏（料亭稲穂）

●参加費／無料（要申込）

 
※一部省庁で公共調達加点評価を実施しております。 

今年８月、秋田県仙北市では雇用保険を取り扱っている市内事業者の皆様を対象に女性活躍推進に関

するアンケート調査を行いました。ご回答頂きました事業者の皆様には、心より感謝申し上げます。

この中の設問「女性活躍加速化助成金について興味がありますか？」には、６１事業者の皆様から興味が 
あるとのご回答を頂いたことから、今回、助成金支給の第一歩として女性活躍推進法に基づく一般事業主 
行動計画策定・届出、また、認定（えるぼし）取得について、講師をお迎えしてご担当様向けセミナー 
（質問、個別相談も承ります。）を開催することになりました。 

 
○開催日時と会場

（１回の説明会です。どちらでもご都合にあわせてお申込みください。２日間参加も可能です。）

・１２月６日（火） 時～ 時（個別相談含む） 角館交流センター ☎

・１２月７日（水） 時～ 時（個別相談含む） 田沢湖総合開発センター ☎

・ 講師：女性活躍推進アドバイザー・社会保険労務士

※平成 年度 厚生労働省「中小企業のための女性活躍推進事業」における女性活躍推進分野の

企業支援の専門家を宮城県からお迎えする予定です。仙北市以外の事業所も参加可能です。

○説明会内容 ○参加費用 無料

※今回の説明会は、雇用保険を保有する 従業員 以下

の企業が対象です。裏面が申込み用紙になっています。

○主催・問合せ先（お申込み先）等

秋田県仙北市企画政策課 女性活躍推進担当

電話

申込み締切日 月 日（木）

  

・女性活躍推進法について

・状況把握・課題分析

・取組目標設定の方法・数値目標の立て方

・周知・公表・届出の方法

・えるぼし認定・助成金について 

 

一般事業主行動計画を策定・届出をした事業主のうち、女性活躍推進に関する取組み

の実施状況が優良な事業主は、秋田労働局への申請により厚生労働大臣から「えるぼし」

認定を受けることができます。

 
※一部省庁で公共調達加点評価を実施しております。 

今年８月、秋田県仙北市では雇用保険を取り扱っている市内事業者の皆様を対象に女性活躍推進に関

するアンケート調査を行いました。ご回答頂きました事業者の皆様には、心より感謝申し上げます。

この中の設問「女性活躍加速化助成金について興味がありますか？」には、６１事業者の皆様から興味が 
あるとのご回答を頂いたことから、今回、助成金支給の第一歩として女性活躍推進法に基づく一般事業主 
行動計画策定・届出、また、認定（えるぼし）取得について、講師をお迎えしてご担当様向けセミナー 
（質問、個別相談も承ります。）を開催することになりました。 

 
○開催日時と会場

（１回の説明会です。どちらでもご都合にあわせてお申込みください。２日間参加も可能です。）

・１２月６日（火） 時～ 時（個別相談含む） 角館交流センター ☎

・１２月７日（水） 時～ 時（個別相談含む） 田沢湖総合開発センター ☎

・ 講師：女性活躍推進アドバイザー・社会保険労務士

※平成 年度 厚生労働省「中小企業のための女性活躍推進事業」における女性活躍推進分野の

企業支援の専門家を宮城県からお迎えする予定です。仙北市以外の事業所も参加可能です。

○説明会内容 ○参加費用 無料

※今回の説明会は、雇用保険を保有する 従業員 以下

の企業が対象です。裏面が申込み用紙になっています。

○主催・問合せ先（お申込み先）等

秋田県仙北市企画政策課 女性活躍推進担当

電話

申込み締切日 月 日（木）

  

・女性活躍推進法について

・状況把握・課題分析

・取組目標設定の方法・数値目標の立て方

・周知・公表・届出の方法

・えるぼし認定・助成金について 

 

一般事業主行動計画を策定・届出をした事業主のうち、女性活躍推進に関する取組み

の実施状況が優良な事業主は、秋田労働局への申請により厚生労働大臣から「えるぼし」

認定を受けることができます。

だ
い
た
こ
と
か
ら
、
今
回
、
助
成
金
支
給
の
第

一
歩
と
し
て
女
性
活
躍
推
進
法
に
基
づ
く
一
般

事
業
主
行
動
計
画
策
定
・
届
出
、
ま
た
、
認
定

（
え
る
ぼ
し
）
取
得
に
つ
い
て
、
ご
担
当
者
さ

ま
向
け
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。（
質
問
、
個
別
相
談
も
承
り
ま
す
。）

※
今
回
の
説
明
会
は
、
雇
用
保
険
を
保
有
す
る
従
業

員
３
０
０
人
以
下
の
企
業
が
対
象
で
す
。

市 information
役所からのお知らせ▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

ガスライター・カセットボンベ（スプレー缶）をゴミに出す際は

必ず中身を使い切ってか
ら！

不燃ごみの回収途中に収集車の荷台が燃える事故が発生しました。

昨年度も同様の事故が発生しており、今回も使い残しのガスライターとカセットボ

ンベが発見されています。

このような事故が頻発すれば、ごみの回収に大きな影響を与えます。もし、原因者

が特定された場合は、被害に応じた多額の弁償金を負担することにもなります。

また、今回の事故において、現場検証をした際に乾いていない使い残しの塗料が入っ

た缶も数個見つかっています。塗料が漏れ出した場合は、処分場の処理水に甚大な

ダメージを与える事になりますので、使い切っていないガスライター・カセットボ

ンベ同様、絶対にごみに出さないでください。

【問合せ】環境保全センター（角館町薗田）☎54-3305

中身を必ず使い切って

から不燃ごみに出して

ください。

中身を必ず使い切ってから穴を開け空き缶

などの資源ごみに出してください。中身が残った

状態で開けると引火や爆発事故の原因となる恐れ

がありますので絶対にやらないでください。

中身が使い切られ、乾いた物であれば粗大ごみに出してください。

中身が残り、完全に乾き固形になった物であれば不燃ごみに出して

も結構です。市では、中身の残った塗料（乾いていない）は回収や処理を行っ

ていませんので、販売店に問い合わせください。事業所から排出される塗料

や塗料の入っていた缶は産業廃棄物となります。市で処理はできません。

ゴミの出し方

ライター
カセットボンベ・スプレー缶

塗料・塗料の入っていた缶
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市
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

【
問
合
せ
】
都
市
整
備
課 

住
宅
公
園
係

　（
西
木
庁
舎
）
☎
（
43
）２
２
９
５

●
募
集
期
間
／
11
月
16
日
㈬
～
30
日
㈬

●
募
集
住
宅
／

【
松
葉
住
宅 

西

－

２
０
１（
築
12
年
）】

 

▼

住
所
／
西
木
町
桧
木
内
字
松
葉
２
４
７
ー
３

 

▼

規
格
／
集
合
住
宅
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

 

▼

階
数
／
２
階
建
２
階

 

▼

月
額
家
賃
／
３
万
５
０
０
０
円
（
駐
車

料
金
１
台
分
含
む
）

 

▼

月
額
駐
車
料
金
／
１
０
２
０
円
（
２
台

目
よ
り
）

※
月
額
家
賃
の
３
か
月
分
の
敷
金
の
納
付
、
連

帯
保
証
人
が
必
要
と
な
り
ま
す
（
抽
選
日
か

ら
10
日
以
内
）。

※
暖
房
器
具
は
、
湿
気
防
止
の
た
め
、
屋
外
給

排
気
式
（
Ｆ
Ｆ
式
等
）
ま
た
は
電
気
ス
ト
ー

ブ
を
使
用
。

※
申
込
は
１
世
帯
１
戸
限
り
で
す
。

●
入
居
資
格
／
次
の
①
～
⑤
ま
で
の
条
件

に
す
べ
て
あ
て
は
ま
る
こ
と

①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
（
婚
姻
の
予
約

者
を
含
む
）

②
入
居
希
望
者
の
月
額
所
得
合
計
が

15
万
８
０
０
０
円
以
下
。
た
だ
し
、
松

葉
住
宅
は
所
得
制
限
な
し

③
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
な
方

④
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

⑤
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

※
単
身
入
居
の
場
合
は
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
昭
和
31
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
は
申
込
可
能
等
）。

※
市
外
在
住
の
方
で
も
入
居
可
能
で
す
。

●
申
込
方
法
／
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
必
要
書
類
を
添
え
て
、
募
集
期
間

内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
当
日
必
着
）。

●
提
出
先
・
申
込
書
設
置
場
所
／
都
市
整

備
課
（
西
木
庁
舎
）、
田
沢
湖
・
角
館
地

域
セ
ン
タ
ー

●
添
付
書
類
／

①
入
居
希
望
者
全
員
の
市
税
の
滞
納
が
な

い
こ
と
を
証
明
で
き
る
も
の
　
各
１
通

（
学
生
は
除
く
）

②
入
居
希
望
者
全
員
の
平
成
28
年
度
市
県

民
税
課
税
証
明
書
　
各
１
通
（
所
得
・

控
除
・
年
税
額
の
記
載
の
あ
る
も
の
）

③
入
居
希
望
者
の
世
帯
の
住
民
票
謄
本
　

１
通
（
省
略
事
項
の
な
い
も
の
・
婚
姻

予
定
者
等
は
各
１
通
）

④
生
活
保
護
受
給
者
は
、
生
活
保
護
受
給

証
明
書
　
１
通

⑤
単
身
入
居
者
は
、戸
籍
謄
本
　
１
通
（
単

身
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
）

⑥
そ
の
他
特
別
な
事
由
の
書
類

●
選
考
方
法
／
応
募
者
多
数
の
場
合
、
書

類
審
査
の
う
え
、
公
開
抽
選
（
申
込
人

に
よ
る
く
じ
引
き
）
を
行
い
ま
す
。

 

▼

抽
選
日
時
／
12
月
７
日
㈬ 

14
時

 

▼

抽
選
場
所
／
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

２
階 

農
林
研
修
室
（
西
木
庁
舎
）

●
入
居
時
期
／
12
月
12
日
㈪
～

生
活
の
し
づ
ら
さ
な
ど
に
関
す
る
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
今
後
の
障
が

い
児
・
者
福
祉
行
政
の
よ
り
一
層
の

充
実
を
図
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
得

る
た
め
、
在
宅
の
障
が
い
児
・
者
な

ど
（
難
病
等
患
者
や
こ
れ
ま
で
の
法

制
度
で
は
支
援
の
対
象
と
な
ら
な
い

方
を
含
む
）
の
生
活
実
態
と
ニ
ー
ズ

を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
調
査

を
行
い
ま
す
。

●
調
査
対
象
地
区
／
国
勢
調
査
の
調

査
区
か
ら
厚
生
労
働
省
が
無
作
為

に
選
定
し
、
仙
北
市
で
は
田
沢
湖

梅
沢
地
区
の
一
部
を
対
象
に
実
施

し
ま
す
。

●
調
査
対
象
者
／

 

▼

障
害
者
手
帳
（
身
体
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
）
を
お
持
ち
の
方

 

▼

障
害
者
手
帳
は
お
持
ち
で
な
い
が
、

難
病
の
方
、
長
引
く
病
気
や
け
が

等
に
よ
り
生
活
の
し
づ
ら
さ
が
あ

る
方

●
調
査
の
方
法
／
11
月
20
日
頃
、
対

象
世
帯
に
調
査
実
施
の
お
知
ら
せ

を
配
布
し
ま
す
。

　
12
月
１
日
か
ら
調
査
員
（
市
職
員
）

が
世
帯
を
訪
問
し
、
調
査
の
趣
旨

等
を
説
明
の
う
え
、
調
査
対
象
と

な
る
方
に
の
み
調
査
票
を
配
布

し
、
記
入
と
郵
送
に
よ
る
返
送
を

依
頼
し
ま
す
。

●
調
査
事
項
／
障
が
い
の
状
況
、
障

が
い
の
原
因
、
日
常
生
活
の
支
障

の
状
況
、年
齢
や
性
別
、居
住
形
態
、

障
害
者
手
帳
等
の
種
類
、
収
入
・

支
出
の
状
況
、
日
中
の
活
動
状
況
、

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用

状
況
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等

の
希
望
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。

●
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
つ
い
て
／
調
査

票
に
は
名
前
を
書
く
欄
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
ど
な
た
が
書
か
れ
た

か
分
か
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
お
答
え
い
た
だ
い
た
内
容

に
つ
い
て
は
、
秘
密
の
保
護
に
万

全
を
期
す
と
と
も
に
、
統
計
上
の

目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】
社
会
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係
（
西
木
庁
舎
）
☎
（
43
）２
２
８
８

●
場
所
／
税
務
課
、
角
館
・
西
木
地
域
セ

ン
タ
ー

※
正
面
玄
関
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

●
平
成
28
年
11
月
30
日
納
期
限
の
税
目
／

 

▼

固
定
資
産
税
・
第
４
期

 

▼

国
民
健
康
保
険
税

　（
普
通
徴
収
）・
第
５
期

 

▼

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　（
普
通
徴
収
）・
第
５
期

※
口
座
振
替
も
納
期
限
と
同
日
で
す
の
で
、
前

日
ま
で
通
帳
の
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
日
中
、
仕
事
な
ど
で
市
税
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
夜
間
納
税

窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　
ま
た
、
諸
事
情
に
よ
り
市
税
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
納
税
相
談
窓

口
も
併
せ
て
開
設
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／

   

11
月

30
日
㈬
　

17
時
15
分
～
19
時

※
開
設
時
間
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

夜
間
納
税
窓
口
を

開
設
し
ま
す

【
問
合
せ
】
税
務
課

　（
田
沢
湖
庁
舎
）
☎
（
43
）１
１
１
７

臨
時
介
護
職
員
を

募
集
し
ま
す

【
問
合
せ
】
介
護
老
人
保
健
施
設
に
し
き
園

（
西
木
町
門
屋
）
☎
（
47
）３
２
１
１

●
業
務
内
容
／
施
設
利
用
者
の
身
の
回
り

の
世
話
（
食
事
、
入
浴
、
着
替
え
、
排
泄
）

な
ど
の
介
助
全
般
、
夜
勤
あ
り

●
募
集
人
員
／
２
人

●
勤
務
地
／
介
護
老
人
保
健
施
設
に
し
き
園

　（
西
木
町
門
屋
字
屋
敷
田
１
０
０
）

●
募
集
要
件
／
経
験
者
尚
可
。
介
護
職
員

初
任
者
研
修
修
了
以
上
あ
れ
ば
尚
可

●
雇
用
期
間
／
６
か
月
（
契
約
更
新
の
可

能
性
あ
り
）、
勤
務
時
間
は
相
談
可

●
募
集
期
間
／
募
集
人
員
に
達
す
る
ま
で

●
申
込
方
法
／
履
歴
書
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

か
ら
の
紹
介
状
を
に
し
き
園
に
ご
持
参

く
だ
さ
い
（
郵
送
不
可
）。

●
選
考
方
法
／
書
類
、
面
接

　

市
議
会
９
月
定
例
会
は
、
市
議
会
特
別
委
員

会
の
方
針
を
議
会
が
否
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

こ
の
直
後
に
開
か
れ
た
市
議
会
全
員
協
議
会

で
、私
は
議
員
の
皆
さ
ん
に「
こ
の
ま
ま
終
わ
っ

て
良
い
の
で
す
か
」
と
訴
え
、
統
合
庁
舎
整
備

で
は
、
現
状
で
角
館
駅
前
以
外
に
選
択
肢
が
な

い
こ
と
を
改
め
て
お
伝
え
し
ま
し
た
。
そ
の
半

月
後
、
議
員
有
志
４
名
の
連
名
で
「
神
代
地
区

へ
統
合
庁
舎
を
建
設
す
る
要
望
書
」
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
内
容
は
と
も
か
く
、
新
た
な
用
地
を

取
得
す
る
た
め
の
手
続
き
を
考
え
る
と
、
全
く

時
間
が
不
足
す
る
こ
と
を
改
め
て
説
明
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
何
度
も
繰
り
返
し
て
き
た
内
容

で
す
。
実
務
的
に
は
、
12
月
定
例
会
で
新
市
建

設
計
画
の
変
更
議
論
が
必
要
で
す
。
現
計
画
で

は
新
た
な
対
応
策
に
合
併
特
例
債
の
使
用
が
で

き
ず
、
こ
れ
で
は
市
民
に
責
任
を
果
た
せ
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
私
は
先
月
中
旬
か
ら
新
案
づ
く
り

に
着
手
し
ま
し
た
。
主
た
る
市
役
所
の
位
置
を

変
え
ず
（
特
別
議
決
を
必
要
と
し
な
い
）、
組

織
再
編
で
各
庁
舎
の
有
効
活
用
を
図
り
、
角
館

庁
舎
の
早
期
移
転
改
築
も
含
め
て
合
併
特
例
債

を
充
当
し
、
で
き
る
限
り
行
政
コ
ス
ト
の
縮
減

が
可
能
と
な
る
手
法
の
模
索
で
す
。

　

一
方
、
議
会
は
特
別
委
員
会
が
中
断
、
全
会

派
が
解
散
と
い
う
事
態
に
至
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
相
談
す
る
議
会
の
各
機
関
が
な
く
な
り
、

タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
は
直
前
で
す
。
や
む
を
得
ず

青
柳
議
長
に
、「
現
状
下
で
最
も
現
実
的
な
庁

舎
整
備
手
法
を
再
提
案
し
た
い
の
で
、
再
び
議

会
全
員
協
議
会
を
招
集
く
だ
さ
い
」
と
お
願
い

し
ま
し
た
。
次
記
は
10
月
31
日
開
催
の
全
員
協

議
会
で
お
話
し
し
た
新
提
案
骨
子
で
す
。

１
．
行
政
の
管
理
部
門
・
司
令
塔
と
し
て
、
田

沢
湖
庁
舎
に
議
会
と
総
務
部
門
、
行
政
窓
口
を

置
き
仙
北
市
役
所
と
す
る
。
温
泉
業
務
部
門
の

併
設
や
、
準
公
共
団
体
等
の
事
務
所
と
し
て
も

活
用
す
る
。
第
２
庁
舎
は
解
体
す
る
。

２
．
西
木
庁
舎
に
は
教
育
委
員
会
と
行
政
窓
口

を
配
し
、
生
涯
学
習
や
ま
ち
づ
く
り
の
各
団
体

に
も
入
居
い
た
だ
き
、
中
央
公
民
館
・
子
ど
も

館
等
に
整
備
す
る
。
第
２
庁
舎
は
解
体
す
る
。

３
．
角
館
庁
舎
は
現
在
の
場
所
か
ら
、
し
か
る

べ
き
場
所
に
移
転
し
、
行
政
部
門
・
事
業
部
を

集
約
し
、
角
館
総
合
支
所
（
仮
称
）
と
し
て
整

備
す
る
。
中
町
庁
舎
は
解
体
す
る
。

　

な
ど
で
す
。
合
併
市
町
村
に
最
も
多
い
総
合

支
所
方
式
と
呼
ば
れ
る
手
法
で
す
。
今
月
中
に

市
民
説
明
会
を
開
催
し
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。

仙
北
市
長
　
門
脇
　
光
浩

『
現
実
的
な
庁
舎
整
備
手
法
を
再
提
案
』

No.109

まちづくり
日記

information市 役所からのお知らせ ▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼桧木内出張所（サポートセンター）　 ☎ 48-2001

▼上桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 49-2159

▼田沢出張所（サポートセンター）　☎ 43-1351

▼神代出張所（サポートセンター）　☎ 43-1352
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認定こども園・保育園・幼稚園・家庭的保育事業入園案内

申込期間 12 /1木 ～12 /15木

　書類の配布は 11月24日㈭ から子育て推進課（西木庁舎）、田
沢湖・角館地域センター、各出張所で開始します。
※既に入所されている児童へは、在籍している園より配布します。
問合せ 子育て推進課　☎ 43-2280

入園対象【教育時間利用】満3歳～就学前の児童。
月～金　8:30 ～ 15:30

（土日祝日、長期休業、年末年始を除く）
※教育時間以外で預かり保育事業も実施します。

【保育時間利用】0歳（産休明け満8週経過後）～就学前の児童。
月～土　7:30 ～ 18:30 までの保育を必要とする時間

（日・祝日、年末年始を除く）

※ 1　運営主体「社会福祉法人はなさき仙北」
※ 2　「仙北市立認定こども園」として4月から設置するこ
　　　とを目指しています。

　平成29年4月より「にこにこ保育園」と「ひのきない保育園」
が幼稚園と保育園の特徴をあわせ持つ、認定こども園へ移
行予定です。
　これに伴い、在園中の児童の保護者および入園を希望さ
れる児童の保護者の方を対象に右記日程で説明会を開催し
ますのでご参加ください。 ※説明内容は両園共通です。

幼稚園と保育園の特徴をあわせ持った施設です。

入園対象 0 歳（産休明け満8週経過後）～就学前の児童。

入園対象 保育を必要とする満 3 歳以上の児童。

入園対象 保育を必要とする 0 歳（産休明け満8週
経過後）～満3歳未満の児童。家庭的な雰囲気の中
で少人数制の保育を行います。

入園対象 教育を目的とする満 3歳～就学前の児童。

開所時間／月～金　8:00 ～ 18:30（土日祝日、年末
年始を除く）
保護者の就労状況により延長保育の相談に応じます。

（保育料とは別途に料金が発生します。）

問合せ 管理者　田中　☎ 090-2796-9092
　　　　時間／ 8:00 ～ 18:00

　満3歳になったら随時受付しています。現在、入園願
書受付中。（新入園児面接日：平成29年2月4日㈯）申
込みについては直接園にお問い合わせください。
スクールバス運行・完全給食・預かり教室（平日・長期
休み、利用料無料）

問合せ 学校法人　真栄学園　かくのだて幼稚園
　　　　☎ 53-2110　FAX 49-8040
　　　　http://www.kakuyou.ed.jp/

　入園申込みについては子育て推進課へお問い合わせ
ください。

田沢幼稚園は平成27年4月から休園しています。
園児の募集は行っていません。

認定こども園

認可保育園 家庭的保育事業

私立幼稚園へき地保育園

仙北市立幼稚園

施設利用手続きの流れ

施設名 定員

だしのこ園 ※1
田沢湖生保内字武蔵野117-263　☎43-1025

185人

神代こども園 ※1
田沢湖神代字珍重屋敷89-3　☎44-2502

185人

にこにここども園（仮称）※2
西木町門屋字六本杉2-1　☎47-2525

90人

ひのきないこども園（仮称）※2
西木町桧木内字高屋137　☎48-2345

50人

施設名 定員

角館保育園
角館町中菅沢91-1　☎53-2918 214人

白岩小百合保育園
角館町白岩上西野93-1　☎54-1083

60人

角館西保育園
角館町雲然田中437-2　☎53-2522

60人
（※1歳～）

中川保育園
角館町川原羽黒堂324-1　☎53-2404

45人
（※1歳～）

施設名 定員

保育室ねむねむのき
田沢湖生保内字武蔵野105-403

3人

会場 日時

にこにこ保育園 11月24日㈭ 18:30～

ひのきない保育園 11月25日㈮ 18:30～

施設名 定員

かくのだて幼稚園
角館町西勝楽町25

80人

施設名 定員

かみひのきない保育園
西木町上桧木内字大森37

15人

保
育
料
の
算
出
方
法

　

認
定
こ
ど
も
園
・
認
可
保
育
園
・
家

庭
的
保
育
事
業
の
保
育
料
は
保
護
者

の
市
区
町
村
民
税
の
課
税
状
況
、
施
設

の
利
用
時
間
、
児
童
の
年
齢
に
よ
っ
て

算
出
さ
れ
ま
す
。

保
育
の
認
定
基
準

　

保
育
時
間
利
用
を
希
望
す
る
た
め

に
は
、
保
護
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

〇
就
労

〇
妊
娠
・
出
産

〇
保
護
者
の
疾
病
、
障
が
い

〇
同
居
者
の
介
護
等

〇
災
害
復
旧

〇
求
職
活
動

〇
就
学

〇
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
恐
れ
が
あ
る

〇
育
児
休
業
中
に
既
に
保
育
を
利
用

　

し
て
い
る
児
童
が
い
て
継
続
利
用

　

が
必
要

〇
そ
の
他
右
記
に
類
す
る
と
認
め
ら

　

れ
る
場
合

※
そ
の
他
詳
細
は
施
設
利
用
案
内
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

認定こども園への移行に関する説明会

満3歳以上の児童
（平成23年4月2日

～平成26年4月1日生まれ）

私立幼稚園 直接園にお問い合わせください。

利用したい園に直接お申込み
ください。（12月15日まで）

新規入園希望
⇒子育て推進課、田沢湖・角
館地域センター、各出張所

既に入園している児童
⇒直接園へ
それぞれお申込みください。

（12月15日まで）

入園許可書の通知（1月頃）
支給認定証の交付（2月）

面接・聴き取り等での保育必
要度の審査
定員に対する申込状況に応じ
て利用調整（1月）

・支給認定証
・入所承諾書

子育て推進課にお問い合わせください。へき地保育園

認定こども園
（教育時間利用）

認定こども園
（保育時間利用）

認可保育園
家庭的保育事業

満3歳未満の児童
（平成26年4月2日

以降生まれ）

平成平成

29年度入園29年度入園

ご
利
用
前
に
チ
ェ
ッ
ク
！

の通知（2月）

来年度の入園申込みが間もなく始まります！
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生涯学習課　 ☎43-3383
田沢湖公民館 ☎43-1061
角館公民館　 ☎54-1110
西木公民館　 ☎47-3100

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

生
涯
学
習

学
び
・
ふ
れ
あ
い
・
心
豊
か
に

広報せんぼく平成 28 年（2016） 11 月 16 日号　　学び・ふれあい・心豊かに  生涯学習

　
様
々
な
結
び
方
の
ほ
か
、
ロ
ー

プ
の
基
礎
知
識
（
素
材
や
選
定
法

な
ど
）
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　
家
屋
や
庭
木
の
冬
囲
い
な
ど
、

冬
に
備
え
た
作
業
が
多
く
な
る

こ
の
時
期
、
安
全
で
効
率
的
な

作
業
に
役
立
つ
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク

術
を
基
本
か
ら
し
っ
か
り
と
学

び
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●

日
時
／
11
月
24
日
㈭
・
30
日
㈬
、

12
月
７
日
㈬
　
10
時
～
12
時

●

会
場
／
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン

タ
ー

●

講
師
／
髙
橋
幸
雄
氏

●

受
講
料
／
無
料

●

持
ち
物
／
普
段
作
業
時
に
使
用

　
中
国
出
身
の
講
師
に
よ
る

中
華
点
心
料
理
教
室
で
す
。

２
回
の
講
習
で
、
水
餃
子
・

焼
き
餃
子
と
肉
ま
ん
作
り
を

実
習
し
ま
す
。
ご
家
庭
で
作

れ
る
本
格
点
心
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

●

日
時
／ 

①
水
餃
子
、
焼
き
餃

子
作
り 

11
月
21
日
㈪
　 
②
肉

ま
ん
作
り 

11
月
25
日
㈮
　
10

時
～
12
時
30
分

●

会
場
／
神
代
就
業
改
善
セ
ン

タ
ー

●

講
師
／
浦
山
レ
ミ
氏

●

受
講
料
／
各
５
０
０
円

　
み
ん
な
が
知
っ
て
い
る
歌
謡
曲
に

あ
わ
せ
て
踊
る
新
舞
踊
。
型
に
は
ま

ら
ず
自
由
に
踊
れ
、
冬
の
運
動
不
足

に
も
一
役
買
い
ま
す
。

　
踊
り
が
苦
手
な
方
で
も
簡
単
に
踊
れ

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●

日
時
／
12
月
12
日
・
26
日
、
１
月
９
日
・

23
日
、
２
月
13
日
・
27
日
　
毎
月
第
２
・

４
月
曜
日
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●

会
場
／
西
木
公
民
館 

和
室

●

講
師
／
中
野
キ
ワ
氏

●

受
講
料
／
無
料

●

募
集
定
員
／
10
人
（
先
着
順
締
切
）

●

申
込
期
間
／
11
月
16
日
㈬
～
12
月
７

日
㈬

仙
北
市
民
を
対
象
と
し
た
次
の
公
民
館
講
座
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。
受
講
を

希
望
さ
れ
る
方
は
申
込
期
間
の
平
日
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
最
寄
り
の
公
民
館

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
教
室

中
華
点
心
料
理
教
室

新
舞
踊
教
室

公
民
館
講
座

受
講
者
募
集

生涯学習活動紹介

　西木公民館では、10月の毎週金曜日に全

4回にわたり、似顔絵教室を開催しました。

　新規講座となる似顔絵教室は、募集定員

いっぱいとなる人気ぶり。「絵を描くなんて

中学校以来」などの声が聞かれ、学生時代

に思いを馳せながら講師の指導を受けると

みるみる才能が開花。すらすらとペンを走

らせ色遣いもみごとに、個性あふれる似顔

絵の完成となりました。

し
て
い
る
ロ
ー
プ
、
紐
な
ど

●

募
集
定
員
／
20
人
（
先
着
順
締

切
）

●

申
込
期
間
／
11
月
16
日
㈬
～
22

日
㈫

●

問
合
せ
／
田
沢
湖
公
民
館

個性あふれる！

似顔絵教室
●

持
ち
物
／
調
理
作
業
に
適
し

た
服
装
（
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

な
ど
）、
筆
記
用
具

●

募
集
定
員
／
各
20
人
（
先
着
順

締
切
、
２
回
受
講
可
）

●

申
込
先
／
田
沢
湖
公
民
館
の

み
で
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

●

申
込
期
間
／
11
月
16
日
㈬
～

18
日
㈮

●

問
合
せ
／
田
沢
湖
公
民
館

保
健
・
健
康
の
掲
示
板

B
ulletin board

ほ
け
ん
・
け
ん
こ
う
の
け
い
じ
ば
ん

生活習慣病予防教室
開
始
し
ま
す

▼場所／健康管理センター（角館地区）、西木保健センター（西木地

区）、健康増進センター（田沢湖地区）の3か所で行います。

▼対象／①・②・③に該当する方

①40歳から69歳の方、ご本人またはご家族
②特定健診やドックの結果、血圧や血液検査の中のいずれかの結

果が要医療の方（ただし、HbA1cは 40～59歳の方は5.6％
以上の方、60歳～69歳の方は6.0％以上の方）

③治療中の方は、医師から運動可能と診断されている方

▼内容／健康運動指導士による運動教室（5回）、勉強会（2回）、栄
養教室（1回）。毎回、体重・体脂肪測定、血圧測定や個別相談を
行います。

▼実施期間／ 11月から3月　合計8回

▼申込／角館地区と田沢湖地区に参加される方は、11月21日㈪ま
で、西木地区に参加される方は11月30日㈬まで保健課に電話
でお申し込みください。申し込みされた方には、後日日程などの

詳細についてお知らせします。

　健診やドックの結果で、要保健指導や要医療と判定された

けど「自分は大丈夫！」と思っている方はいませんか？血圧や血

糖値、コレステロールなどの数値は、高くても症状が現れにく

いので、気がつかないうちに突然脳梗塞や脳出血、心筋梗塞や

狭心症などを引き起こします。そうならないためにも、今から

生活習慣病の悪化を予防することが大事です。

生活習慣病予防教室に参加して

自分に合った運動方法や食事のコツを学びましょう！

申込・問合せ  仙北市保健課  ☎55-1112
参加
無料

   利用しましょう！　特定保健指導
特定保健指導とは

　特定健診の総合判定「動機づけ支援」「積極的支援」

の方には「特定保健指導利用券」が送られています。

　特定保健指導の対象者は、治療するまではいかな

いけれど生活習慣を改善することで生活習慣病の予

防効果が期待できる方です。生活の中で工夫して習

慣を変えていけるところを保健師・管理栄養士・看護

師が電話や面談で一緒に考えて生活習慣の見直しを

サポートします。

　特定保健指導に該当した方は、特定保健指導を積

極的に利用し、バランスの取れた食生活、適度な運

動習慣を身に付けましょう。

　特定保健指導に該当しなかった方も生活習慣病予

防のために食事・生活習慣を見直しましょう。

健康ワン
ポイント

問合せ  仙北市保健課  ☎55-1112

健康づくりのための

食事

生活活動

主食・主菜・副菜を組み合わせたバランスの
良い食事を食べましょう。

塩分の摂りすぎに気をつけましょう。

野菜をたくさん食べましょう。（1日350㌘以上）

日常生活の中に運動を取り入れましょう。

今より 10分多く体を動かしましょう。

！５つのポイント

　角館総合病院、田沢湖病院よりお知らせ

ご来院される
皆さまへお願い

　入院中の方、外来を受診される方の

多くは、病原体に対する抵抗力が低下

しており、感染しやすくなっている可

能性があります。ひとたび感染症が発

生しますと院内集団感染が避けられな

い状況となります。

　インフルエンザの諸症状（発熱、咳

等）、感染性胃腸炎の諸症状（下痢、嘔

吐、吐き気等）がある場合、他の方に

感染させる恐れがあります。ご来院の

際は、手洗いとマスクの着用にご協力

をよろしくお願いします。

　また、インフルエンザ等の流行状況

によりご面会を制限させていただくこ

とがあります。ご面会で来院の際は、

病棟スタッフにお声がけください。

問
合
せ

角館総合病院 ☎54-2111
田沢湖病院　 ☎43-1131
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第64回世古寸喜展
　すっかり師走の行事として定着した「世

古寸喜展」を今年も開催します。多数の

仙北市ゆかりの著名人の色紙等が展示さ

れ、希望の方にはお買い上げいただき、

歳末助け合いにご協力いただきます。「晴

陽会」日本画展、パッチワークキルト展

と同時開催です。皆さまお誘い合わせの

うえ、会場にお越しください。

【日時】12月3日 土 ～ 5日 月 9:00 ～

16:00（5日は13:00まで）

【場所】角館交流センター 多目的ホール

【問合せ】世古寸喜展世話人会事務局 角館

公民館 ☎54-1110

OSHIRASE NAVIイベント

自衛官募集
【陸上自衛隊高等工科学校生徒】 ▼受付期

間：1月6日 金 まで ▼試験期日：《一

次試験》1月21日 土 ▼受検資格：平

成12年4月2日～平成14年4月1日

までの間に生まれた男子（中卒見込含

む）。なお、推薦採用試験もあります。

▼試験会場：横手市または秋田市

【自衛官候補生】 ▼ 受付期間：12月9日 

金 まで ▼試験期日：12月11日 日 

　 ▼ 受験資格：平成2年4月2日～平成

11年4月1日までの間に生まれた男

子 ▼試験会場：陸上自衛隊秋田駐屯地  

　 ▼身分：特別職国家公務員 ▼休日：週

休2日制、年次休暇など ▼待遇：宿舎

費無料、食事支給、制服・寝具等貸与

など ▼その他：医療施設、福利厚生等

充実しています。

【問合せ】自衛隊秋田地方協力本部大仙地

域事務所 ☎0187-63-1313

OSHIRASE NAVI募　集

AIA異文化交流カフェ
～世界のクリスマス～

　様々な国のクリスマスの過ごし方につ

いて学んでみませんか？外国のクリスマ

ス伝統菓子を味わいながら、子どもから

大人まで楽しく交流しましょう！

【日時】12月10日 土 14:00 ～ 16:00

【場所】秋田県民会館ジョイナス 大研修室

（秋田市千秋明徳町2-52）

【定員】50 人 【参加費】500 円（茶菓子付き）

【申込・問合せ】（公財）秋田県国際交流協会

　☎018-893-5499

OSHIRASE NAVI募　集

あきたエコマイスター県南協議会

講演会
【日時】11月26日 土 13:00 ～ 14:30

【場所】仙北ふれあい文化センター

　（大仙市堀見内字元田茂木7-1）

【講師】草彅正敏氏（IPCC リポート コ

ミュニケーター）

【演題】「気候変動の今を伝える　私たち

の暮らしと地球温暖化」

【申込締切】11月24日 木 

【申込・問合せ】あきたエコマイスター県南

協議会事務局 戸嶋 ☎080-4515-9558

OSHIRASE NAVI募　集

スマイルバス運転士募集
　（株）西宮家では、角館地区を運行して

いるスマイルバスの運転士を募集してい

ます。

【募集職種】スマイルバス運転士（正社員）

　※西宮家のその他業務（観光バスの誘

導、駐車場の除雪作業等）

【応募条件】大型二種免許取得の方で64

歳以下の方（高卒以上）

【問合せ】（株）西宮家 石井 ☎52-2438

OSHIRASE NAVI募　集

戦没者遺児の皆さんへ

戦没者遺児による慰霊友好
親善事業への参加者募集
　この事業は、先の大戦で父等を亡くし

た戦没者の遺児を対象として、父等の戦

没した旧戦域を訪れ、慰霊追悼を行うと

ともに、同地域の住民と友好親善をはか

ることを目的としています。費用は参加

費として 10 万円。5 年を経過した方（平

成 22 年以前参加者）は 2 回目の応募が

できます。日程等の詳細は、日本遺族会

事務局まで。お申し込みは、秋田県遺族

連合会事務局までお願いします。

【実施地域】 ▼広域地域：台湾・バシー海峡、

東部ニューギニア、ミャンマー、フィ

リピン、中国 ▼特定地域：西部ニュー

ギニア、ビスマーク諸島、マーシャル・

ギルバート諸島

【問合せ】 ▼（一財）日本遺族会事務局 

　☎03-3261-5521 ▼（一財）秋田県

遺族連合会事務局 ☎018-862-8820

OSHIRASE NAVI募　集

ルネッサンス・角館

歴史と文化フォーラム講演会

【日時】11月26日 土 15:00 ～ 17:30

【場所】角館樺細工伝承館 総合研修室

【講師】畑中康博氏（県立博物館学芸主事）

【演題】「戦場の藩士…秋田藩戊辰

戦争の群像」

【問合せ】ルネッサンス・角館 

　石川円 ☎090-2799-9132

OSHIRASE NAVIイベント

《
入
場
無
料
》

だしのこ園わんぱくフェスタ

　だしのこ園の子どもたちの元気な歌や

踊りを、地域の皆さまにもご覧いただき

たいと思います。ぜひ、お出でください。

【日時】11月29日 火 10:00 ～ 11:30

【場所】だしのこ園 ホール

【その他】スリッパなど内履きをお持ちく

ださい。暖かい服装でお出でください。

【問合せ】社会福祉法人 はなさき仙北 

　だしのこ園 中島美由紀 ☎43-1025

OSHIRASE NAVIイベント

《
入
場
無
料
》

古民家再生 ビッキ倶楽部

ペーパークラフト作品展
　4 年目を迎え

た教室の集大成

です。色とりど

りに個性あふれ

る籠や小物など

生活に役立つ作品の数々をご覧ください。

暮らしを彩る手作り小物のミニバザーも

同時開催。ペーパークラフトだけでなく、

布製のぬいぐるみやパッチワークの袋物

なども販売します。

【日時】11月27日 日 10:00 ～ 14:00

【場所】ビッキ倶楽部（田沢湖生保

内字相内端63）

【問合せ】3W 田沢湖事務局 土屋

　☎43-2370

OSHIRASE NAVIイベント

まぼろしの
田沢ながいもまつり
【日時】11月23日 水・祝 10:00～14:00

【場所】田沢湖駅前周辺

【内容】 ▼田沢ながいも販売（標準価格600

円／㌔、販売予定数量700本）。当日、

9:30より、会場で購入を希望する方に

「購入予約券（1家族様5本まで）」を配

布します。 ▼とろろめしの無料試食（限

定100食） ▼田沢ながいも・とろろ鶏そ

ばの限定販売（限定100食）。当日のみ

特別価格700円税込での販売。※いず

れも、限定数量に達した時点で終了。

【問合せ】仙北市商工会 

　 ▼田沢湖支所 ☎43-0372

　 ▼西木出張所 ☎47-2130

OSHIRASE NAVIイベント

仙北市総合情報センター主催

第3回パソコン講座
【パソコン基本】12月5日 月 、6日 火 、

7日 水 、8日 木 （4日間） マウス ･ キー

ボード操作、文字入力、インターネット、

電子メールなど 《対象：初心者》

【ワード基本】12月14日 水 、15日 木 

（2日間） 年賀状作成等 《対象：パソコ

ン基本操作をおおよそ習得している方》

【時間】9:00 ～ 12:00

【場所】仙北市総合情報

　センター 研修室

【定員】各29人

【申込・問合せ】仙北市総合情報センター

（土 ･ 日 ･ 祝日を除く）  ☎43-3339

　※テキストについては、学研の『わか

るパソコン入門 Windows7』（1,200

円）を書店（ブックイン105など）で

購入し持参願います。

OSHIRASE NAVIセミナー・教室等

無料人権・困りごと特設相談所

　次のような悩みごと・困りごとはありま

せんか？人権擁護委員が相談に応じます。

相談無料、秘密厳守。ひとりで悩まず相

談してください。《親子・夫婦関係、虐待、

いじめ、近隣関係、名誉・信用の問題等》

【日時】12月5日 月 10:00 ～ 15:00

【場所】仙北市役所角館庁舎、田沢湖総合

開発センター、社会福祉協議会西木支所

【人権擁護委員】
◆角館地区

　黒澤福子（山谷川崎） ☎54-2283

　茂木一代（小勝田） ☎54-3577

　千葉悟見（薗田） ☎54-1626

◆田沢湖地区　

　清水力（卒田） ☎44-2470 

　竹田幸博（生保内） ☎43-3116

　高橋英幸（田沢）☎42-2424

◆西木地区　

　橋本勲（上桧木内） ☎49-2448 

　伊東和子（桧木内） ☎48-2921 

【問合せ】 ▼秋田地方法務局大曲支局 

　☎0187-63-2100 ▼ 子どもの人権

110番 ☎0120-007-110 

　 ▼女性の人権ホットライン ☎0570-

070-810 ▼みんなの人権110番 　

☎0570-003-110

OSHIRASE NAVI相　談

無料法律相談
　市では、法律問題でお困りの方が、お気

軽に法律の専門家（＝弁護士）に相談でき

るよう、秋田弁護士会のご協力をいただき、

次のとおり無料法律相談を開催します。

【日時】11月30日 水 13:30 ～

【場所】角館交流センター 第2研修室

【相談員】河村憲史弁護士

【相談内容】◎一般法律相談（法律問題全

般のご相談） ◎サラ金・クレジットな

ど多重債務のご相談 ◎中小企業・個人

事業に関するご相談 ◎高齢者・障がい

者に関するご相談 ◎交通事故に関する

ご相談 ◎子どもに関するご相談

【申込方法】総務課総務係に電話で予約し

てください。

【予約受付時間】平日9:00 ～ 17:00

【相談時間等】1日先着5人。1人30分以

内。（①13:30 ～ 14:00  ②14:05 ～

14:35  ③14:40 ～ 15:10  ④15:15

～ 15:45  ⑤15:50 ～ 16:20）

【その他】相談がスムーズに進むよう、あ

らかじめ話の内容をまとめてきてくだ

さい。相談に必要と思われる資料があ

りましたらお持ちください。

【問合せ】仙北市総務課  ☎43-1111

OSHIRASE NAVI相　談
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（
会
長
　
坂
本 

洋
）

かくのだてフィルムコミッション

（仙北市観光課内）  ☎ 43-3352
http://kakunodate-fc.jp/

かくのだてフィルムコミッション

ロケーションだより
Kakunodate Film Commission

第2回 JFC アウォード受賞者の皆さん

賀正

おしらせナビ
OSHIRASE NAVI

おしらせナビ
OSHIRASE NAVI
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旬な情報チャンネル

地域輝き表彰

市役所からのお知らせ／まちづく
り日記

認定こども園・保育園・幼稚園・
家庭的保育事業入園案内

学び・ふれあい・心豊かに 生涯学習

保健・健康の掲示板

おしらせナビ／かくのだてフィルム
コミッション ロケーションだより

カレンダー・目次

11/
１６ 水

●えくぼの会（角館交流センター 10:00 ～ 14:00） 11/1･P11

●たいそう広場（さくラッコ 10:30 ～ 11:30） 11/1･P13

●行政相談所開設日（田沢湖総合開発センター 13:00 ～ 16:00） 11/1･P15

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター 13:00 ～ 16:00）11/1･P16

●医師講話会（田沢湖総合開発センター 13:30 ～ 15:00） 10/16･P10

●カラダの仕組みを学ぶ「健康講座」（角館公民館 15:00 ～ 16:00） 10/16･P11

●第2回パソコン講座（総合情報センター 9:00 ～ 12:00） 10/16･P14

●山野草の寄せ植え教室（西木公民館 13:30 ～ 15:30） 10/1･P10

●古文書を読む会（田沢湖総合開発センター 13:30 ～ 15:30） 8/1･P16

１７ 木

●手作り教室（田沢湖図書館 10:00 ～） 11/1･P9

●わくわく広場（さくラッコ 10:30 ～ 11:30） 11/1･P13

●ソープカービング講座【初心者向け】（西木公民館 10:00 ～ 12:00） 11/1･P14

●仙北市障がい者就労支援シンポジウム2016（大曲支援学校せんぼく校 13:30 ～

16:00） 11/1･P15

●行政相談所開設日（角館交流センター 13:00 ～ 16:00） 11/1･P15

●新潮社記念文学館ボランティア「やさいの花」朗読学習会（総合情報センター 13:00 ～

16:00） 10/16･P14

●第2回パソコン講座（総合情報センター 9:00 ～ 12:00） 10/16･P14

１８ 金
●笑いの会（健康管理センター 10:00 ～ 11:30 頃） 11/1･P11

●チャリティーフリーマーケット（角館交流センター 10:00 ～ 15:00） 11/1･P14

１９ 土 ●第5回市民の医療と健康を考える会（角館樺細工伝承館 14:00 ～ 15:30） 11/1･P11

２０ 日

●交通安全市民大会（角館樺細工伝承館 9:30 ～ 10:30） 11/1･P4

●交通安全フェア（角館ワンダーモール駐車場 11:00 ～ 14:00） 11/1･P4

●角館町芸能ボランティアチャリティーショー（角館交流センター 11:00 ～） 11/1･P14

●仙北市フットサル大会（田沢市民体育館） 10/16･P15

２１ 月
●中華点心料理教室（神代就業改善センター 10:00 ～ 12:30） P14

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（西木公民館 10:00 ～ 12:00） 11/1･P16

２２ 火
●こころの相談（角館交流センター 13:30 ～ 14:30、15:00 ～ 16:00） 11/1･P11

●秋田名物きりたんぽ作りに挑戦しよう！（かたくり館 10:30 ～ 13:30） 11/1･P16

●英会話教室（田沢湖総合開発センター 18:00 ～ 19:00） 10/16･P11

２３ 水
●働く女性の座談会（安藤醸造 マルヨ蔵 麹くらぶ 13:30 ～ 15:00） P9

●まぼろしの田沢ながいもまつり（田沢湖駅前周辺 10:00 ～ 14:00） P16

●第15回角館混声合唱団定期演奏会（角館樺細工伝承館 14:00 開演） 11/1･P14

２４ 木
●ロープワーク教室（田沢湖総合開発センター 10:00 ～ 12:00） P14

●すくすく成長記録Day（さくラッコ 10:30 ～ 11:30） 11/1･P13

●ソープカービング講座【初心者向け】（西木公民館 10:00 ～ 12:00） 11/1･P14

２５ 金
●中華点心料理教室（神代就業改善センター 10:00 ～ 12:30） P14

●行政相談所開設日（市役所桧木内出張所 13:00 ～ 16:00） 11/1･P15

●無料調停相談会（角館簡易裁判所 10:00 ～ 15:00） 11/1･P16

２６ 土
●ルネッサンス・角館歴史と文化フォーラム講演会（角館樺細工伝承館 15:00 ～

17:30） P16

２７ 日

●古民家再生 ビッキ倶楽部ペーパークラフト作品展（田沢湖生保内字相内端 63　

10:00 ～ 14:00） P16

●親子でパティシエ！米粉スイーツ作り教室（紙風船館 10:00 ～ 12:00） 11/1･P8

●秋田県学校保健総合支援事業指定地域（西木地区）研修会（西木温泉ふれあい

プラザクリオン 14:00 ～ 16:10） 11/1･P15

●角館高校若杉・駒草会田沢湖支部同窓会設立総会（ホテル森の風田沢湖 14:00 ～）

10/16･P13

２８ 月
●都市計画下水道計画区域見直しの説明会【田沢湖地区】（田沢湖総合開発センター

18:30 ～） P9

２９ 火

●都市計画下水道計画区域見直しの説明会【角館地区】（角館交流センター 18:30 ～） P9

●だしのこ園わんぱくフェスタ（だしのこ園 10:00 ～ 11:30） P16

●あきたスマートカレッジ中国語講座（角館高校駒草キャンパス 19:00 ～ 20:30） 11/1･P15

●英会話教室（田沢湖総合開発センター 18:00 ～ 19:00） 10/16･P11

３０ 水

●夜間納税窓口開設日（市役所田沢湖・角館・西木庁舎 17:15 ～ 19:00） P10

●ロープワーク教室（田沢湖総合開発センター 10:00 ～ 12:00） P14

●無料法律相談（角館交流センター 13:30 ～） P17

●カラダの仕組みを学ぶ「健康講座」（角館公民館 15:00 ～ 16:00） 10/16･P11

●茶房さくらや～おもてなし（外町交流広場 10:00 ～ 11:00） 9/16･P13
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広報担当者の

SR　紅葉の写真を撮ろうと思っ
てはいましたが、時期と動き回れ
る時間や天候がうまく合わずにい
ました。ようやく今日を逃したら
もうないだろうという絶好の天
候。湖畔や玉川方面に向かいまし
た。個別に見ると見頃の木もあり
ましたが、全体的には終盤といっ
た感じ。ある写真家の「待つのが
仕事」の言葉をふと思い出し、本
気で撮るなら何日も待ち続ける覚
悟が必要だなと再認識しました
が、自分には難しそうです。

TK　田沢湖線全線開通 50 周年
おめでとうございます。学生時
代は通学などでほぼ毎日利用し
ていました。思い返すと車内で
の楽しかった思い出もあれば、
ちょっと恥ずかしい失敗談も。
きっと私だけでなく皆さんそれ
ぞれ田沢湖線に思い入れがある
と思います。これからもたくさ
んの人の想いを乗せて末長く走
り続けてほしいです。

MT　地域でいきいきと活躍され
ている方々を表彰する「地域輝
き表彰」。今年表彰された皆さ
んはどなたも若々しく、実年齢
を感じさせないくらいバイタリ
ティにあふれていました。話を
伺ってみると、何か夢中になれ
るものが大切のようです。長く
取り組むことで生きがいとなり、
周りに人も集まる…という好循
環です。人生いつまでも現役で
いることのすばらしさを感じま
した。
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